
航空機事故災害対策編 新旧対照表 

 

現 行 修正案 備考 

第１章 総則 

第２節 適用の範囲 

（略） 

札幌飛行場を離発着する定期便は年間約5,000便あり、乗員・乗客数が40人規模のSAAB340B

が運航している。 

 

第４節 

（２）飛行場の特色 

・道内のローカル地点（釧路、函館、利尻、女満別、奥尻）、青森県三沢、静岡県静岡及び長野

県松本と直結する北海道における拠点空港の１つとして役割を果たしている。 

 

 

（３）運航便の運航状況 

運航便は以下の８種類がある。運航便は北海道エアシステム（HAC）と日本航空（JAL）が共同

運航しているものと、フジドリームエアラインズ（FDA）により運航しているものがある。HAC

とJALの共同運航便で使用されている機体はSAAB340B、FDAで使用されている機体はエンブラ

エル170となっている。  

 

 

丘珠―函館    ６往復  

丘珠―釧路    ４往復  

丘珠―三沢    １往復（金～日のみ運航）  

丘珠―利尻    １往復  

丘珠―女満別  ２往復（金～日は１往復）  

丘珠―奥尻    １往復（土日祝日、年末年始のみ）  

 

 

丘珠―静岡    １往復（夏ダイヤ期間）  

丘珠―松本    １往復（期間限定）  

 

（令和３年12月現在） 

 

 

 

 

第１章 総則 

第２節 適用の範囲 

（略） 

札幌飛行場を離発着する定期便は年間約9,000便あり、乗客・乗員数が48人規模のATR42-600

及び76人規模のエンブラエル170が運航している。 

 

第４節 

（２）飛行場の特色 

・道内のローカル地点（釧路、函館、利尻、女満別、奥尻、中標津）、青森県三沢、秋田県秋

田、静岡県静岡、長野県松本、愛知県名古屋と直結する北海道における拠点空港の１つとして

役割を果たしている。 

 

（３）運航便の運航状況 

運航便は以下の11路線がある。運航便は北海道エアシステム（HAC）と日本航空（JAL）が共

同運航しているものと、フジドリームエアラインズ（FDA）により運航しているものがある。

HAC と JALの共同運航便で使用されている機体はATR42-600、FDA で使用されている機体はエ

ンブラエル170となっている。  

 

 

丘珠―函館       ７往復  

丘珠―釧路       ４往復  

丘珠―三沢       １往復（金～日のみ運航）  

丘珠―利尻       １往復  

丘珠―女満別     ２往復  

丘珠―奥尻       １往復（金日のみ運行）  

丘珠―中標津    ２往復 

丘珠―秋田     ２往復 

丘珠―静岡       １往復（夏ダイヤ期間）  

丘珠―松本       １往復（夏ダイヤ期間）  

丘珠―名古屋    ２往復（夏ダイヤ期間） 

（令和５年12月現在） 

 

 

 

 

 

 

P1 

時点修正 

 

 

 

P9 

時点修正 

 

 

 

P10 

時点修正、字句修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



航空機事故災害対策編 新旧対照表 

 

現 行 修正案 備考 

第３章 応急対策 

第２節 応急体制の確立 

 

（２）関係機関の対策本部 

 

表３－２ 民間機事故時に設置される対策本部の例 

機  関 名 称 設 置 場 所 

丘珠空港事務所 事故応急対策本部 空港長室 

航空会社 各社の対策本部 各社 

丘珠空港事務所、陸上自衛隊丘珠駐屯地、

東警察署、札幌市消防局 
消火救難合同本部 陸上自衛隊丘珠駐屯地 

※消火救難合同本部は、札幌飛行場内の民間機事故の場合に設置。 

 

 

（３）現場における対策の調整 

 （略） 

 飛行場内民間機事故においては、消火救難合同本部がこの役割を果たすが、このほかの場合

においては、各機関が災害現場に設置する指揮本部等の間で役割分担等の調整を図る。飛行場

外民間機事故においては札幌市が、自衛隊機事故においては自衛隊が現場活動の調整を行う。 

 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 応急対策 

第２節 応急体制の確立 

 

（２）関係機関の対策本部 

 

表３－２ 民間機事故時に設置される対策本部の例 

機  関 名 称 設 置 場 所 

丘珠空港事務所、陸上自衛隊丘珠駐屯地、

北海道警察、札幌市消防局、札幌市医師会、

航空運送事業者 

現地合同対策本部 丘珠空港事務所 

航空運送事業者 各社の対策本部 各社 

 

 

 

（３）現場における対策の調整 

（略） 

 飛行場内民間機事故においては、現地合同対策本部がこの役割を果たすが、このほかの場合

においては、各機関が災害現場に設置する現場合同指揮所等の間で役割分担等の調整を図る。

飛行場外民間機事故においては札幌市が、自衛隊機事故においては自衛隊が現場活動の調整を

行う。 

 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P18 

表の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

P18 

名称修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



航空機事故災害対策編 新旧対照表 

 

現 行 修正案 備考 

 

第３節 災害情報 

 

 

 

第３節 災害情報 

 

 

 

P19 

名称修正 

 


